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　６月26日、ＪＡ本店ひびきのホールで第27回通常総代会が開催されました。当日は総代567名（欠員14名・
553名）、本人出席146名、書面出席280名、総数426名に出席いただき、午後１時30分に岩田義雪専務の挨拶
で開会しました。開催にあたり五十嵐雅樹組合長は総代会への出席及びＪＡ各事業における組合員の日頃よりの
深いご理解とご協力に対し、感謝の意を述べました。
　また、本庄児玉郡市の各首長や本庄農林振興センターなどの関係団体、各連合会より多数の来賓にご出席いた
だき、ご祝辞を賜りました。
　提出された第１号議案から第10号議案について質疑応答を含めた慎重審議の結果、全ての議案が可決・承認
されました。
　続いて、附帯決議についても賛成多数で採択され、午後２時58分に中秀幸常務の閉会の言葉をもって終了しま
した。

ＪＡ綱領を唱和する参加者

Ｐ２……… 目次・総代会写真
Ｐ３……… 総代会特集：ごあいさつ（組合長）
Ｐ４～５… 総代会提出議案
Ｐ６……… 貸借対照表／損益計算書
Ｐ７～８… 事前説明会開催報告／
　　　　　 説明会における総代書からの意見・

要望
Ｐ９～10… 総代改選のお知らせ

Ｐ11……… ＪＡインフォメーション
Ｐ12……… 生き活きWOMEN女性部
Ｐ13……… 表紙のひとの紹介
Ｐ14……… 直売所smile便り
Ｐ15……… ひびきの通信
Ｐ16……… クロスワード
Ｐ17……… 理事会報告／事業概要
Ｐ18……… 農機大展示会／編集後記

ひびきの８月号　2024　 No.223目次 ＣＯＮＴＥＮＴＳ
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代
表
理
事
組
合
長

五
十
嵐 

雅
樹

　

第
27
回
通
常
総
代
会
の
開
催
に

あ
た
り
、
総
代
を
は
じ
め
組
合
員
、

関
係
者
の
皆
様
に
一
言
ご
挨
拶
申

し
上
げ
ま
す
。

　

６
月
３
日
よ
り
各
地
区
で
開
催

さ
れ
た
総
代
会
の
事
前
説
明
会
に

お
い
て
は
、
夜
分
に
も
か
か
わ
ら
ず

大
勢
の
総
代
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
い
た
事
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
県
内
Ｊ
Ａ
は
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
県
内

４
Ｊ
Ａ
構
想
が
始
ま
り
、
７
月
よ

り
西
北
部
７
Ｊ
Ａ
に
よ
る
合
併
に

向
け
た
研
究
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
手
探
り
の
状
態
で
の
研

究
会
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
組
合

員
の
皆
様
の
意
見
を
拝
聴
し
な
が

ら
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
と
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻

く
環
境
も
大
き
な
激
変
期
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。
イ
ン
フ
レ
の
進
行

は
物
価
高
騰
を
招
き
、
農
家
の
経

営
を
圧
迫
し
て
お
り
ま
す
。
国
は

「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
を

改
正
し
、
生
産
現
場
か
ら
消
費
者

ま
で
適
正
な
価
格
取
引
を
行
う
法

整
備
を
す
す
め
実
行
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
低
迷

す
る
農
産
物
価
格
に
生
産
経
費
を

転
嫁
す
る
仕
組
み
づ
く
り
に
、
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
も
大
き
く
声

を
上
げ
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

ま
た
米
国
や
欧
州
、
日
銀
の
金

利
政
策
の
転
換
に
よ
っ
て
経
済
環

境
が
激
変
し
、
当
Ｊ
Ａ
の
余
裕
金

運
用
に
も
大
き
な
影
響
が
出
て
お

り
、
年
度
末
は
有
価
証
券
の
含
み

損
が
約
45
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

執
行
部
で
は
こ
の
事
態
を
重
く
受

け
止
め
、
戦
略
的
な
有
価
証
券
処

理
を
進
め
る
べ
く
、
特
別
積
立
金

の
一
部
を
目
的
積
立
金
に
積
み
替

え
、
今
後
の
急
激
な
金
利
変
化
に

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
来
期
以
降
に
一
時

的
な
赤
字
を
計
上
す
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
事

態
に
な
れ
ば
役
職
員
一
丸
と
な
っ

て
、
早
期
の
黒
字
回
復
に
努
め
る

覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
総
代
を
は
じ

め
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
厳
し
い

状
況
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
今
後
も
皆
様
に
丁
寧
な
説

明
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
幾
多
の
困
難
を
乗

り
越
え
な
が
ら
も
、
昨
年
度
は
事

業
管
理
費
等
の
抑
制
を
行
い
、
事

業
全
体
の
成
果
と
し
て
の
事
業

総
利
益
は
、
前
年
対
比
99
・
１
％

の
20
億
１
、０
１
２
万
円
で
締
め

る
こ
と
が
で
き
、
当
期
剰
余
金

１
億
５
千
万
円
余
り
を
計
上
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
、
総
代
の
皆
様
を
は
じ
め
、

組
合
員
・
利
用
者
の
ご
理
解
・
ご

協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
改
め
て
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
豊
か
な
農
業
基
盤
を

次
世
代
へ
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、

組
合
員
の
皆
様
の
声
を
結
集
し
、

役
職
員
一
同
で
持
続
可
能
な
農
業

と
地
域
の
未
来
づ
く
り
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。
総
代
の
皆
様
の

温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

総代会の様子 開会の言葉を述べる岩田義雪専務
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目
標
額
の
変
更
に
つ
い
て
、
ご
承
認

を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

⑴
積
立
目
的

　

保
有
す
る
有
価
証
券
に
対
す
る
金

利
変
動
等
に
よ
る
リ
ス
ク
に
よ
っ
て

発
生
し
た
損
失
を
補
填
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
積
立
を
行
う
も
の
で
す
。

⑵
積
立
目
標
額

　

有
価
証
券
保
有
目
標
額
の
１
０
０

／
１
０
０
０
相
当
額

⑶
取
崩
基
準

　

年
度
中
に
お
い
て
有
価
証
券
の
売

却
等
に
よ
り
損
失
を
計
上
し
た
場
合
、

そ
の
金
額
を
上
限
に
理
事
会
の
決
議

に
よ
り
必
要
な
額
を
取
り
崩
す
。

⑷
当
期
積
立
額

�

７
８
７
、０
８
３
、０
０
０
円

【
第
４
号
議
案
】

第
28
期
事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

…
承
認
可
決

　

第
28
期
の
「
事
業
計
画
」
の
ご
承

認
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

【
報
告
事
項
】

第
27
期
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算

書
、
注
記
表
及
び
付
属
明
細
書
の

報
告
に
つ
い
て

総
代
会
提
出
議
案

ご
承
認
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

第
27
期
の
事
業
報
告
か
ら
剰
余
金
処

分
案
は
、
左
記
に
記
載
の
と
お
り
で

す
。

【
第
１
号
議
案
】

第
27
期
事
業
報
告
、
剰
余
金
処
分
案

の
承
認
に
つ
い
て
…
承
認
可
決

　
第
27
期
の「
事
業
報
告
」及
び
「
剰

余
金
処
分
案
」
を
確
定
さ
せ
る
た
め
、 議事を進行する荻野浩議長

決
議
事
項

〔
注
〕

１
．
出
資
配
当
金
は
1.0
％
の
割
合
で
す
。

　
　

た
だ
し
、
年
度
内
の
増
減
及
び
新
規
加
入
に

つ
い
て
は
日
割
計
算
に
よ
り
ま
す
。

２
．
任
意
積
立
金
に
お
け
る
目
的
積
立
金
の
種
類

及
び
積
立
目
的
、
積
立
目
標
額
、
取
崩
基
準

等
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

３
．
次
期
繰
越
剰
余
金
に
は
、
営
農
指
導
、
生
活
・

文
化
改
善
事
業
の
費
用
に
充
て
る
た
め
の
繰
越

額
１
５
、０
０
０
千
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　　　　　　剰余金処分案（第27期）� （単位：円）
科　　　目 金　　　額

１．当 期 未 処 分 剰 余 金 442,772,875
２．特 別 積 立 金 取 崩 額 1,100,000,000
３．剰　余　金　処　分　額 1,159,823,768
　⑴  利　益　準　備　金 40,000,000
　⑵  任　意　積　立　金 1,100,000,000

（農業生産資材価格変動目的積立金） （100,000,000）
（農 業 振 興 目 的 積 立 金） （117,445,000）
（営農販売施設整備目的積立金） （ 95,472,000）
（金利リスク管理目的積立金） （787,083,000）

　⑶  出　資　配　当　金 19,823,768
４．次 期 繰 越 剰 余 金 382,949,107

【
第
２
号
議
案
】

農
業
生
産
資
材
価
格
変
動
目
的
積
立

金
の
設
定
に
つ
い
て
…
承
認
可
決

　
⑴
積
立
目
的

　
　

各
種
農
業
生
産
資
材
等
の
価
格
上

昇
に
よ
る
急
激
な
農
業
生
産
コ
ス
ト

の
上
昇
時
、
並
び
に
農
業
経
営
の
維

持
が
困
難
と
な
る
よ
う
な
不
測
の
事

態
に
備
え
、
組
合
員
の
安
定
し
た
農

業
経
営
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
⑵
積
立
目
標
額

�

３
０
０
、０
０
０
、０
０
０
円

　
⑶
取
崩
基
準

　
　

急
激
な
農
業
生
産
コ
ス
ト
上
昇
等

に
よ
り
、
農
業
経
営
が
困
難
に
な
る

よ
う
な
事
態
が
発
生
し
、
当
組
合
が

組
合
員
に
支
援
を
実
施
し
た
年
度
の

年
度
末
に
、
理
事
会
の
決
議
に
よ
り
、

支
援
を
要
し
た
費
用
相
当
額
を
取
り

崩
す
。

　
⑷
当
期
積
立
額

�

１
０
０
、０
０
０
、０
０
０
円

【
第
３
号
議
案
】

金
利
リ
ス
ク
管
理
目
的
積
立
金
の
積

立
目
標
額
の
変
更
に
つ
い
て
…
承
認

可
決

　

将
来
起
こ
り
う
る
急
激
な
金
利
変

動
リ
ス
ク
対
応
の
た
め
、
現
在
の
金

利
リ
ス
ク
管
理
目
的
積
立
金
の
積
立

積立目標額（変更後）

有価証券保有目標額の
100/1000 相当額

積立目標額（変更前）

有価証券保有目標額の
10/1000 相当額
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受付の様子

【
第
５
号
議
案
】

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
…
承
認

可
決

　
「
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
令
和
４
年
法
律
第
67
号
）」
に
よ
り
、

懲
役
及
び
禁
錮
が
廃
止
さ
れ
、
拘
禁

刑
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、「
刑
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す

る
法
律
（
令
和
４
年
法
律
第
68
号
）」

に
よ
り
農
協
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
定
款
の
一
部
変
更
を
お
願

い
す
る
も
の
で
す
。

【
第
６
号
議
案
】

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
…
承
認

可
決

　

令
和
５
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

た
「
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
法
律
第

56
号
）」
に
よ
り
、
連
合
会
が
農
業
経

営
を
行
う
場
合
の
会
員
で
あ
る
組
合

に
お
け
る
総
会
決
議
が
不
要
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
定
款
の
一
部
変
更
を

お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

【
第
７
号
議
案
】

定
款
附
属
書
総
代
選
挙
規
程
の
一
部

変
更
に
つ
い
て
…
承
認
可
決

　
「
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
令
和
４
年
法
律
第
67
号
）」
に
よ
り
、

懲
役
及
び
禁
錮
が
廃
止
さ
れ
、
拘
禁

刑
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、「
刑
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す

る
法
律
（
令
和
４
年
法
律
第
68
号
）」

に
よ
り
農
協
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
定
款
附
属
書
総
代
選
挙
規

程
の
所
要
の
文
言
変
更
を
お
願
い
す

る
も
の
で
す
。

【
第
８
号
議
案
】

定
款
附
属
書
総
代
選
挙
規
程
の
一
部

変
更
に
つ
い
て
…
承
認
可
決

　

総
代
選
挙
に
際
し
、
総
代
の
住

所
・
氏
名
等
を
掲
示
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
が
、
昨
今
の
個
人
情
報
保

護
意
識
の
高
ま
り
等
を
ふ
ま
え
、
定

款
附
属
書
総
代
選
挙
規
程
の
一
部
変

更
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

【
第
９
号
議
案
】

令
和
６
年
度
（
第
28
期
）
に
お
け
る

理
事
の
報
酬
に
つ
い
て
…
承
認
可
決

　
昨
年
度
の
支
給
実
績
、
事
業
実
績
、

経
済
情
勢
、
埼
玉
県
Ｊ
Ａ
役
職
員
報

酬
給
与
等
審
議
会
の
答
申
等
を
考
慮

し
て
、
令
和
６
年
度
の
理
事
の
報
酬

に
つ
い
て
は
総
額
４
、５
２
０
万
円
以

内
と
し
、
そ
の
範
囲
内
に
お
け
る
各

理
事
の
報
酬
額
、
支
給
方
法
な
ど
に

つ
い
て
は
、
理
事
会
に
ご
一
任
願
い

た
い
と
存
じ
ま
す
。
な
お
、
理
事
は

26
名
で
あ
り
ま
す
。

【
第
10
号
議
案
】

令
和
６
年
度
（
第
28
期
）
に
お
け
る

監
事
の
報
酬
に
つ
い
て
…
承
認
可
決

　
昨
年
度
の
支
給
実
績
、
事
業
実
績
、

経
済
情
勢
、
埼
玉
県
Ｊ
Ａ
役
職
員
報

酬
給
与
等
審
議
会
の
答
申
等
を
考
慮

し
て
、
令
和
６
年
度
の
監
事
の
報
酬

に
つ
い
て
は
総
額
１
、１
２
０
万
円
以

内
と
し
、
そ
の
範
囲
内
に
お
け
る
各

監
事
の
報
酬
額
、
支
給
方
法
な
ど
に

つ
い
て
は
、
監
事
の
協
議
に
ご
一
任

願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。
な
お
、
監

事
は
７
名
（
う
ち
員
外
監
事
１
名
）

で
あ
り
ま
す
。

【
附
帯
決
議
】

　

本
日
の
決
議
事
項
に
つ
い
て
、
権

利
義
務
に
関
せ
ざ
る
字
句
の
修
正
及

び
行
政
庁
の
指
示
に
よ
る
変
更
に
つ

い
て
は
、
そ
の
処
理
を
理
事
会
に
一

任
す
る
。…
承
認
可
決
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第 27 期　　損　益　計　算　書
（令和５年４月１日から令和６年３月31日まで） （単位：千円）

科　　　　　目 金　　額
１ 事 業 総 利 益 2,010,127
　⑴ 信 用 事 業 収 益 1,027,586
　⑵ 信 用 事 業 費 用 161,665

信 用 事 業 総 利 益 865,920
　⑶ 共 済 事 業 収 益 517,319
　⑷ 共 済 事 業 費 用 43,150

共 済 事 業 総 利 益 474,168
　⑸ 購 買 事 業 収 益 3,665,737
　⑹ 購 買 事 業 費 用 3,244,593

購 買 事 業 総 利 益 421,143
　⑺ 販 売 事 業 収 益 385,676
　⑻ 販 売 事 業 費 用 194,352

販 売 事 業 総 利 益 191,324
　⑼ そ の 他 事 業 収 益 26,878
　⑽ そ の 他 事 業 費 用 12,862

そ の 他 事 業 総 利 益 14,016
　⑾ 指 導 事 業 収 入 6,706
　⑿ 指 導 事 業 支 出 27,881

指 導 事 業 収 支 差 額 △21,175

科　　　　　目 金　　　額
２ 事 業 管 理 費 1,875,222
　⑴ 人 件 費 1,244,271
　⑵ 業 務 費 210,856
　⑶ 諸 税 負 担 金 49,574
　⑷ 施 設 費 369,731
　⑸ そ の 他 事 業 管 理 費 790

事 業 利 益 134,904
３ 事 業 外 収 益 196,431
４ 事 業 外 費 用 53,748

経 常 利 益 277,587
５ 特 別 利 益 130,916
６ 特 別 損 失 202,495
税 引 前 当 期 利 益 206,008
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 51,105
法 人 税 等 調 整 額 2,426
法 人 税 等 合 計 53,532
当 期 剰 余 金 152,475
当 期 首 繰 越 剰 余 金 200,040
金利リスク管理目的積立金取崩額 87,330
税 効 果 会 計 目 的 積 立 金 取 崩 額 2,926
当 期 未 処 分 剰 余 金 442,772

第 27 期　　貸　借　対　照　表
（令和６年３月31日　現在） （単位：千円）

科　　　　　目 金　　額
（　資　産　の　部　） 　　　　

１ 信 用 事 業 資 産 156,269,011
　⑴ 現 金 514,989
　⑵ 預 金 108,593,822
　⑶ 有 価 証 券 24,991,408
　⑷ 貸 出 金 22,088,847
　⑸ その他の信用事業資産 147,699
　⑹ 貸 倒 引 当 金 △67,755
２ 共 済 事 業 資 産 5,439
　⑴ その他の共済事業資産 5,439
３ 経 済 事 業 資 産 1,117,433
　⑴ 経 済 事 業 未 収 金 771,903
　⑵ 経 済 受 託 債 権 74,354
　⑶ 棚 卸 資 産 244,633
　⑷ その他の経済事業資産 78,884
　⑸ 貸 倒 引 当 金 △52,341
４ 雑 資 産 185,912
　⑴ 雑 資 産 196,993
　⑵ 貸 倒 引 当 金 △11,080
５ 固 定 資 産 3,260,084
　⑴ 有 形 固 定 資 産 3,258,548

（うち　減価償却累計額） △5,532,490
　⑵ 無 形 固 定 資 産 1,536
６ 外 部 出 資 8,860,612
　⑴ 外 部 出 資 8,860,612
７ 繰 延 税 金 資 産 31,538

資　産　の　部　合　計 169,730,033

科　　　　　目 金　　額
（　負　債　の　部　）

１ 信 用 事 業 負 債 161,361,340
　⑴ 貯 金 161,305,698
　⑵ 借 入 金 2,046
　⑶ その他の信用事業負債 53,596
２ 共 済 事 業 負 債 626,016
　⑴ 共 済 資 金 353,895
　⑵ 未 経 過 共 済 付 加 収 入 263,373
　⑶ 共 済 未 払 費 用 7,776
　⑷ その他の共済事業負債 971
３ 経 済 事 業 負 債 371,035
　⑴ 経 済 事 業 未 払 金 241,770
　⑵ 経 済 受 託 債 務 129,265
４ 雑 負 債 282,885
５ 諸 引 当 金 109,395

負　債　の　部　合　計 162,750,673
（　純　資　産　の　部　）

１ 組 合 員 資 本 9,990,695
　⑴ 出 資 金 2,022,878
　⑵ 資 本 準 備 金 15,263
　⑶ 利 益 剰 余 金 7,961,717

　（ う ち 当 期 剰 余 金 ） （152,475）
　⑷ 処 分 未 済 持 分 △9,163
２ 評 価・ 換 算 差 額 等 △3,011,335

純　資　産　の　部　合　計 6,979,360
負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計 169,730,033
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地　区 開催日時 開催場所 参加者 対象者 出席率

本　庄 ６/３ ㈪　18時30分～ ひびきのホール 62 160 38.8％

上　里 ６/４ ㈫　18時30分～ 上里営農経済センター 57 100 57.0％

美　里 ６/５ ㈬　18時30分～ 美里支店 63 118 53.4％

児　玉 ６/６ ㈭　18時30分～ 児玉支店 53 101 52.5％

神　川 ６/７ ㈮　18時30分～ 神川支店 38 74 51.4％

合　計 273 553 49.4％

事 前 説 明 会 の 様 子

説
明
会
に
お
け
る

総
代
か
ら
の

意
見
・
要
望

　

上
里
の
直
売
所
は
公
的
補
助
が
な
く

自
己
資
金
で
建
物
を
建
て
地
代
を
払
っ

て
い
る
が
、
他
の
直
売
所
は
国
庫
補
助

を
受
け
て
安
い
土
地
や
自
前
の
土
地
の

上
で
建
て
て
い
る
か
ら
利
益
が
出
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
と
質
問
し
た
事
が

あ
る
。
そ
の
時
の
回
答
と
し
て
、
上
里

も
十
分
売
り
上
げ
が
あ
る
と
説
明
さ
れ

た
が
、
今
に
な
っ
て
減
損
会
計
と
な
っ

た
理
由
を
説
明
し
て
欲
し
い
。

回　

答

　

ア
グ
リ
パ
ー
ク
上
里
は
補
助
事
業
で

は
な
く
自
己
資
金
で
建
設
し
、
土
地
は

定
期
借
地
権
で
上
里
町
か
ら
借
り
受
け

て
い
ま
す
。
減
損
会
計
に
お
い
て
売
却

額
を
見
積
も
る
場
合
に
、
売
却
で
き
る

土
地
が
な
い
た
め
固
定
資
産
簿
価
を
埋

め
る
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
。
直
売
所
の

み
で
考
え
る
と
黒
字
で
は
あ
り
ま
す
が
、

投
資
額
に
対
し
て
回
収
可
能
額
が
見
込

意
見
要
望
（
本
庄
地
区
）

ssssssssssssssssssssssssssssss

総代会事前説明会開催報告
　ＪＡでは第27回通常総代会に先立ち、各地区の総代を対象とした事前説明会を開催しました。下記の通りに、
開催状況と説明会で出された総代からのご意見・ご要望をご紹介いたします。
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め
な
い
こ
と
か
ら
、
減
損
処
理
の
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

報
道
さ
れ
て
い
た
農
林
中
央
金
庫
の

一
兆
数
千
億
円
の
評
価
損
が
、
Ｊ
Ａ
の

貸
借
対
照
表
や
損
益
計
算
書
で
損
失
が

で
て
い
る
こ
と
と
結
び
つ
い
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

回　

答

　

こ
れ
ま
で
の
日
銀
に
よ
る
ゼ
ロ
金
利

政
策
の
状
況
下
で
、
資
金
運
用
先
と
し

て
当
Ｊ
Ａ
で
は
国
債
や
地
方
債
な
ど
を

運
用
し
て
い
ま
す
。
金
利
上
昇
に
伴
い

当
Ｊ
Ａ
の
評
価
損
も
増
加
し
て
い
ま
す

が
、
農
林
中
央
金
庫
の
評
価
損
は
当
Ｊ

Ａ
の
決
算
状
況
に
影
響
し
て
お
り
ま
せ

ん
。

　

基
本
方
針
に
「
専
門
性
の
あ
る
人
材

育
成
と
Ｊ
Ａ
の
情
報
発
信
」
と
あ
る
が
、

異
動
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
早
く
仕
事
内
容

も
変
わ
っ
て
し
ま
い
、
専
門
性
の
あ
る

人
材
が
育
成
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

回　

答

　

令
和
６
年
度
の
職
員
数
は
１
６
７
名

で
あ
り
職
員
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

男
女
の
比
率
も
ほ
ぼ
同
数
と
な
っ
て
い

意
見
要
望
（
本
庄
地
区
）

意
見
要
望
（
上
里
地
区
）

ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
事
を
踏
ま
え

て
専
門
性
の
あ
る
人
事
異
動
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
生
産
資
材
価
格
変
動
目
的
積
立

金
の
取
崩
基
準
に
つ
い
て
、
組
合
員
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
を
想
定
さ
れ

て
い
る
の
か
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

回　

答

　

急
激
な
円
安
や
そ
の
他
激
甚
災
害
な

ど
不
測
の
事
態
に
よ
り
肥
料
・
農
薬
が

急
激
に
価
格
上
昇
し
た
場
合
、
農
家
に

相
当
な
負
担
が
か
か
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
生
産
資

材
価
格
上
昇
分
の
補
助
を
Ｊ
Ａ
が
行
っ

た
場
合
な
ど
に
取
崩
す
事
を
想
定
し
て

お
り
ま
す
。

　

通
常
は
国
債
や
地
方
債
、
政
府
保
証

債
な
ど
を
満
期
ま
で
保
有
す
れ
ば
利
息

が
付
い
て
支
払
わ
れ
る
の
に
マ
イ
ナ
ス
が

出
る
の
は
な
ぜ
か
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

回　

答

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
国
債
や
地
方
債
、
政
府

保
証
債
を
運
用
し
て
い
ま
す
。
購
入
時

よ
り
金
利
が
上
昇
し
た
場
合
に
は
簿
価

額
に
対
し
時
価
額
が
減
少
す
る
た
め
、

意
見
要
望
（
上
里
地
区
）

意
見
要
望
（
上
里
地
区
）

評
価
損
が
発
生
し
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

特
別
積
立
金
11
億
円
を
取
崩
し
て
目

的
積
立
金
11
億
円
の
積
立
て
を
す
る
理

由
を
詳
し
く
説
明
し
て
も
ら
い
た
い
。

回　

答

　

保
有
し
て
い
る
有
価
証
券
の
評
価
損

が
マ
イ
ナ
ス
30
億
円
ほ
ど
あ
り
、
急
激

な
金
利
上
昇
に
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
特
別
積
立
金
の
取
崩
し
は
総
代
会

決
議
で
す
が
目
的
積
立
金
の
取
崩
し

は
理
事
会
決
議
で
す
。
特
別
積
立
金
か

ら
目
的
積
立
金
に
振
り
替
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
急
激
な
金
利
上
昇
に
迅
速
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

直
売
所
に
関
し
て
、
売
れ
残
っ
た
野

菜
な
ど
を
引
き
取
る
こ
と
が
重
荷
に
な
っ

て
お
り
、
後
継
者
も
減
っ
て
い
る
が
Ｊ
Ａ

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

回　

答

　

後
継
者
に
つ
い
て
、
直
売
所
に
限
ら

ず
県
の
支
援
策
等
を
活
用
し
な
が
ら
育

成
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

意
見
要
望
（
美
里
地
区
）

意
見
要
望
（
美
里
地
区
）

　

6
月
1
日
の
農
業
新
聞
に
肥
料
の
値

上
が
り
の
記
事
が
載
っ
て
い
た
。
Ｊ
Ａ

で
も
6
月
1
日
に
は
肥
料
の
単
価
が
上

が
っ
て
い
た
が
、
農
業
新
聞
を
取
っ
て

い
な
い
組
合
員
に
対
す
る
周
知
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

回　

答

　

Ｊ
Ａ
で
は
年
2
回
、
6
月
1
日
と
11

月
1
日
に
価
格
改
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

価
格
が
据
え
置
き
の
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
価
格
が
改
定
さ
れ
る
場
合
は
、
営

農
セ
ン
タ
ー
等
を
通
じ
て
広
く
周
知
を

行
っ
て
い
ま
す
。

意
見
要
望
（
神
川
地
区
）

　

皆
様
か
ら
頂
い
た
意
見
要
望
に

つ
き
ま
し
て
は
一
部
省
略
し
て
お

り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
誌
面
の
都
合
上
、
す
べ

て
の
ご
意
見
を
ご
紹
介
が
で
き
な

い
こ
と
へ
の
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。



9

総代選挙のお知らせ

令和６年度　総代選挙について

　本年度は総代の皆様の改選の年となりました。
　現在就任いただいている総代の皆様は、令和３年10月１日から本年の９月30日が任期となって
おります。３年間にわたり大変お世話になり、心よりお礼申し上げます。
　次期総代の選出にあたり、今号の総代会特集の誌面をお借りして、今後の改選スケジュール等を
お知らせをいたします。

【総代会について】
　500人以上の正組合員を有するＪＡは、総会に代わるべき総代会を設置することができ、
当ＪＡも合併当初から総代会を設けています。
　これは、約8,000人の正組合員が一堂に会して総会を開催することができないため、代表となる
総代を選出し、総会に代わるべき協議を行うためです。

（1）本組合は、総会に代るべき総代会を設けるものとする。（定款第51条）
（2）総代会には総会に関する規定を準用する。（定款第53条の２）
（3）総代会では総代の選挙並びに解散及び合併の決議はできない（定款第53条の３）

（1）総代の任期は３年（定款第52条）とし定数は567人（定款第51条の４）
（2）定数については定款附属書総代選挙規程及び内規により定められている

（1）正組合員の選挙による（定款第51条の５）
（2）選挙は選挙区ごとに行う（定款附属書総代選挙規程第３条）
（3）正組合員でなければ総代に立候補し、又は総代の候補者を推薦することができない（定款

附属書総代選挙規程第５条）
　　　※その他被選挙権を有しない者（定款附属書総代選挙規程第１条抜粋）
　　　　①未成年者　　②成年被後見人又は被保佐人　　③農協法等の規定に違反した者等
（4）総代の候補者が定数を超えないとき又は超えなくなったとき投票は行なわない（定款附属

書総代選挙規程第19条）

１．総代について

２．総代の任期及び定数

３．総代の選出
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●選挙区別総代定数
選　挙　区 区　　　域 総代定数
第 １ 区 本庄市　　本 庄 地 区 １２
第 ２ 区 本庄市　　藤 田 地 区 ４８
第 ３ 区 本庄市　　仁 手 地 区 ２４
第 ４ 区 本庄市　　旭 　 地 区 ３１
第 ５ 区 本庄市　　北 泉 地 区 ５０
第 ６ 区 上里町　　七本木地区 ３４
第 ７ 区 上里町　　長 幡 地 区 ２８
第 ８ 区 上里町　　賀 美 地 区 ２２
第 ９ 区 上里町　　神保原地区 １８
第１０区 美里町　　東児玉地区 ５１
第１１区 美里町　　松 久 地 区 ３７
第１２区 美里町　　大 沢 地 区 ３２
第１３区 美里町　　共 和 地 区 ３０
第１４区 本庄市　　児 玉 地 区 １３
第１５区 本庄市　　金 屋 地 区 ３１
第１６区 本庄市　　本 泉 地 区 １０
第１７区 本庄市　　秋 平 地 区 ２０
第１８区 神川町　　丹 荘 地 区 ４１
第１９区 神川町　　青 柳 地 区 ２２
第２０区 神川町　　渡 瀬 地 区 ３
第２１区 神川町　　下阿久原・上阿久原・矢納地区 １０
合　　計 ５６７

（1）選挙区ごとに地区別説明会を実施
　　８月20日㈫18時30分より：�本庄地区（本店１階「ひびきのホール」）
　　　　　　　　　　　　　　　上里地区（上里営農経済センター２階会議室）
　　　　　　　　　　　　　　　美里地区（美里支店２階会議室）
　　８月21日㈬18時30分より：児玉地区（児玉支店２階会議室）
　　　　　　　　　　　　　　　神川地区（神川支店２階会議室）
　　参集予定者　　① 総 代　　② 農家組合長　　③ 現役員
（2）８月中旬～25日頃までに各農家組合単位（内規の定数表に基づき）で正組合員会議（又は

正組合員の代表者で構成する会議）を行い、総代候補者の推薦を行う
（3）８月理事会にて審議（８月27日）　選挙管理者．投票管理者．開票管理者　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　選挙立会人．投票立会人．開票立会人　　 

の選任

（4）９月１日㈰　選挙公告
（5）９月17日㈫　推薦立候補しめきり
（6）９月20日㈮　選挙期日
（7）10月１日㈫　当選者の公告、就任
（8）総代任期は令和６年10月１日～令和９年９月30日まで

４．総代選挙日程

⎫
⎬
⎭
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LINE公式アカウントの開設について
　年金・共済友の会ではLINE公式アカウントを開設
いたしました。
　同友の会では、各種イベントについてLINEにて
ご案内してまいりますので、多くの会員の皆さまの
ご登録をお待ちいたしております。

ＪＡ埼玉ひびきの年金・共済友の会
LINE公式アカウント

《ぜひ登録をお願いいたします！》

月　日 行　事

10月 親睦ゴルフ大会

11月 親睦旅行（日帰り）

R7.  2月 会員の集い
（むさしの村歌謡ショー）

R7.  2月 友の会　芸術展覧会

R7.  4月 グラウンドゴルフ大会

令和６年度
イベントスケジュール

年金・共済友の会



生き活き ＷOMEN 女性部

12

　７月３日、神川地区女性部（茂木八千代
部長）はＪＡ本店の調理室で伝統食教室を
開催。参加者は胡麻たっぷりの冷やし汁
やナスあんの入ったおやきなど夏バテ予
防にぴったりの料理を作りました。

　７月２日、児玉地区女性部（田島まり子
部長）はＪＡ埼玉ひびきの児玉支店で防災
教室を開催し、部員21名が参加しました。
児玉郡市広域消防署の品田宣明さんを講師
として迎え、地元で起こりうる災害とそれ
に対する備え
や避難した際
の心構えなど
実用的な知識
を身につけま
した。

児玉地区女性部 防災教室を開催

上里地区女性部でガーデニング教室

　6月18日、上里地区女性部（橋爪たか子
部長）はＪＡ上里営農経済センターでガー
デニング教室を開催し、64名が参加。「酷
暑にまけるな！コンパクトコンテナガー
デン」をテーマとした今回は㈲スリーフ
ラワーの冨田典子さんを講師として迎え、
ペチュニア、
ユーフォルビ
ア、スケボラ、
マンデビラな
どの花を参加
者たちが思い
思いに飾りつ
けました。

　７月８日、連合女性部（根本孝代部長）
は茨城県大洗への日帰り旅行を開催し、部
員40名が参加しました。
　午前中に「めんたいパーク」を見学し、
那珂湊おさかな市場ヤマサキ水産本店で
お昼を食べました。
　午後はアクアワール
ド茨城県大洗水族館と
雨引観音で有名な楽法
寺を訪れ、楽法寺では
あじさい祭りを見学し
ました。

連合女性部 大洗へ日帰り旅行

神川地区女性部 伝統食教室

◀地震の際に身
を守るポーズ

伝統食教室の▶
様子�

◀きれいな花が
出来ました

◀みんなで
楽しい旅
行が出来
ました

▲防災教室の
様子

▲コンテナガー
デン作りに取
り組む参加者

▲楽法寺を
訪れた参
加者

◀美味しいそうな
おやきが出来上
がりました



表
紙
の
ひ
と
の
紹
介
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　今月の表紙のひとは神川町元阿保の瀧澤仁志さんをご紹介します。瀧澤さんは現在25歳。
10代から農業を志し、出身地である群馬県の農業大学校で梨の栽培を学びました。卒業後は
学校の紹介で㈱ＪＡひびきのファームに就職。５年間、神川町で梨の栽培担当を務めた後に、
今年から梨農家として独立しました。今はＪＡひびきのファームに勤めていた頃から管理して
いた圃場を借りて、「幸水」・「豊水」「彩玉」などの品種を80ａほど栽培しています。
　独立してからはすべて作業をひとりでやらなければいけない大変さがあるそうですが、マメ
な管理を心掛けているそうです。また、地元の梨農家さんから助言をもらいながら日々試行錯
誤をしているそうです。
　ＪＡひびきのファームで研鑽を積んできた瀧澤さんに対しては周囲からの期待も高く、
ファームで働く瀧澤さんの姿を見てきた地域の生産者からは「ファームで培った技術で地域
農業を担ってもらいたい」と熱いエールが送られています。
　取材をさせていただいた７月は管理作業がひと段落ついたところで、毎日木に実っている梨
の選果や消毒の作業をしているとのこと。
　冬場でも暖かい天候が続いた今シーズンは例年よりも１週間ほど早い８月初旬に梨の収穫が
始まる見込みだそうです。
　収穫した梨は個人で販売
するほか、ＪＡの直売所に
も出荷する予定です。
　今後の抱負について伺う
と「まずはひとりの梨農家
として地に足のついた経営
が出来るように頑張ります。
その上で、この土地に適し
た栽培管理を模索していき
たいです」と話してくださ
いました。

実ってきた梨を選果する瀧澤さん

瀧た
き

澤ざ
わ　
仁ひ

と

志し

さ
ん

神
川
町
元
阿
保
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　相川さんは就農して今年で22年
目になる梨農家さんです。
　相川さんのこだわりは多種多様な
品種の梨を栽培して長い期間に亘っ
てお客様に梨を提供すること。
　９月が旬の「幸水」、「豊水」、「彩玉」
の他、10月に「秋月」、「南水」、「甘
太」、11月に「王秋」、12月には大
玉の「愛宕」梨など様々な品種の梨
を栽培しています。
　また、新しい品種の栽培を模索し、
県内外の梨農家さんと情報交換をす
るなどしてより良い梨を作るために
日々勉強をしているとのこと。
　「梨はその時の旬のものが一番美
味しい。アグリパーク上里にいろん
な梨を一生懸命お届けしますので食
べに来てください」と話してくださ
いました。

アグリパーク上里

かみかわ館直売所

おいしい梨を出荷しています

品質にはこだわりを持っています

　堀越さんのお家は代々の農家で、現在は95ａの圃場に幸水、彩
玉を中心とした13種類の梨を栽培しています。
　圃場には有機肥料を施し、品種によっては収穫の際に糖度をセン
サーで確認するなど、梨の品質に強いこだわりを持っています。　
　今年の作柄は順調ですが、どの品種も収穫時期が早まる見込みで
８月から９月にかけてはいろんな梨の収穫でとても忙しくなるとの
こと。
　「収穫時期が早まる分幸水、豊水以外の品種は出荷期間が短くな
ると思う。目に止まった梨は迷わず買ってください」とお話しして
くださいました。

相
あ い

川
か わ

　宗
た か

樹
き

さん（50）

　４月にかみかわ館直売所のマ
ネージャーに任命されました坂
本です。マネージャーを務める
のははじめてのことですが、精
一杯頑張りますのでよろしくお
願いします。

マネージャーの紹介

マネージャー　坂
さか

本
もと

　千
ち

秋
あき

（新任）

　昨年までの３年間、あおぞら
館直売所のマネージャーを務め
ていました。これまでの経験を
活かしてアグリパーク上里を盛
り立てていきますのでよろしく
お願いします。

マネージャーの紹介

マネージャー　高
たか

橋
はし

　栄
まさ

富
ふ

美
み

　直売所smile便りでは各直売所に
出荷している生産者とマネージャー
をご紹介させていただきます。旬の
食材を取り揃えて皆さまをお待ちし
ておりますので、ぜひ地元の直売所
にお立ち寄りください。

生 産 者

堀
ほ り

越
こ し

　祐
ゆ う

一
い ち

さん（68）生 産 者
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屋
台
を
見
れ
ば
子
ど
も
た
ち
に
は
誘

惑
が
い
っ
ぱ
い
。
隣
の
お
友
だ
ち
は
気
が

気
で
な
い
で
し
ょ
う
か
？

編

夏さん

＊イラスト・コメントを掲載させていただいた方には、
　ＪＡ商品券をプレゼントいたします。

今月のテーマ

夏休みいかりんぐさん
編 白色の使い方が花火の光を映しているようでとても上
手！夏休みの素敵なひと幕ですね。

★
小
・
中
学
校
の
時
、
夏
休
み
の
宿
題
は

７
月
中
に
終
わ
ら
せ
て
、
そ
の
後
、
自
由

に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
気
持
ち
が
楽
で
良

か
っ
た
で
す
。�

田
端　

松
雄
さ
ん

　

 

学
生
の
お
手
本
で
す
ね
。
夏
休
み
は

も
っ
と
計
画
的
に
過
ご
せ
ば
良
か
っ
た
と

今
更
な
が
ら
思
い
ま
す
。
私
は
読
書
感
想

文
と
自
由
研
究
が
中
々
決
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

編

　

 

お
祭
り
に
は
そ
の
日
に
し
か
な
い
楽

し
み
が
い
っ
ぱ
い
で
目
移
り
し
ま
す
ね
。

編

はなびさん

　

 

海
水
浴
、
気
持
ち
良
さ
そ
う
で
す
ね
。

海
に
山
に
夏
に
は
い
ろ
ん
な
楽
し
み
が
あ

り
ま
す
よ
ね
。

編

あまりんさん

　

 

家
族
で
北
海
道
に
旅
行
に
行
か
れ
た

と
い
う
マ
ナ
ピ
ン
さ
ん
。
お
天
気
に
は
恵

ま
れ
ま
し
た
か
？
良
い
思
い
出
に
し
て
く

だ
さ
い
。

編

マナピンさん

　

ひ
び
き
の
通
信
で
は
、
季
節
ご
と
に

テ
ー
マ
を
考
え
て
、
皆
様
か
ら
の
イ
ラ
ス

ト
や
写
真
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ま
た
広
報
誌
や
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご

意
見
・
ご
感
想
や
、
テ
ー
マ
以
外
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
つ
き
ま
し
て
も
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

イ
ラ
ス
ト
や
ご
意
見
等
に
つ
き
ま
し
て

は
ク
イ
ズ
解
答
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

イ
ラ
ス
ト
は
原
則
こ
ち
ら
で
お
預
か
り

し
、
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
返
却
希

望
の
方
は
そ
の
旨
お
書
き
く
だ
さ
い
。

＊
フ
ル
カ
ラ
ー
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す

の
で
、
き
れ
い
に
描
け
た
イ
ラ
ス
ト

は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
は
な
く
原
本
を
お
送
り

く
だ
さ
い
。

「スポーツの秋」

　秋といえばスポーツの秋。今年はオリン

ピックイヤーでもありますね。運動会に部

活からご趣味まで「スポーツ」に関する皆

様からの投稿をお待ちしております。

●10月号のテーマ●
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応
　
募
　
方
　
法

　
解
答
用
紙
に
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

の
答
え
・
住
所
・
氏
名
等
を
ご
記
入
の

上
、
最
寄
り
の
支
店
へ
お
届
け
く
だ
さ

い
。
左
記
住
所
へ
の
郵
送
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

も
構
い
ま
せ
ん
。

　
10
月
号
誌
面
に
て
当
選
者
を
発
表
い

た
し
ま
す
。

　
抽
選
で
10
名
様
に
Ｊ
Ａ
商
品
券
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
ご
応
募
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

本
庄
市
早
稲
田
の
杜
１
︱
14
︱
１　

Ｊ
Ａ
埼
玉
ひ
び
き
の 

企
画
総
務
課
ま
で

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号 

０
４
９
５
︱
23
︱
１
７
１
８

⃝

締
め
切
り
は
、
９
月
13
日
㈮
で
す
。

【
個
人
情
報
の
取
扱
い
】

　

皆
様
か
ら
の
応
募
等
に
よ
る
個
人
情
報
に

つ
き
ま
し
て
は
、
一
部
本
誌
へ
の
掲
載
と
商

品
券
発
送
以
外
の
目
的
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
　
募
　
方
　
法

二重枠に入った文字を、Ａ→Ｅの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？

ナガグツ
Ａ B C D６月号の答え

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

☆ヒント☆
99％が水の夏の味覚

❶文系より――系の教科の方が好きです
❸医者いらずと呼ばれることもある植物
❻数え年70歳の祝い
❼精霊馬に使われる野菜の１つ
❽肉詰めにするのも定番の夏野菜
❿コンビニエンス――、チェーン――
⓮関西国際空港や中部国際空港は、――地に造ら
れています
⓰夏場によく食べられる麺
⓲――座は蠍（さそり）座と山羊（やぎ）座の間
にあります
⓳パナマやスエズのものが有名
⓴エビに見た目が似ているすしネタ

タ テ の カ ギ

ヨ コ の カ ギ

❶トマトやスイカに含まれる赤い色素
❷海で水上――を楽しんだ
❸独特の香りから香魚とも書く川魚
❹無駄遣いをすること
❺セーラー服のものは大きめ
❼孫悟空の乗り物です
❾酒などを入れる四角い容器
⓫ザーザー、しとしとと降ります
⓬夏にはくズボン下
⓭アップの反対語。イメージ――
⓯パンダの遊具にも使われるゴム製品
⓰小さな船を数えるときに使う言葉
⓱MB=――バイト、GB=ギガバイト

６
月
号
当
選
者

応募締切：９月13日㈮必着

お知らせ
公式ホームページからの解答も受付いたします。お問い合わせフォームから「お問い合わせ内容」
欄にクロスワードパズルの答え（匿名希望の場合はペンネームも）を入力し、送信してください。
住所・電話番号は、必ず入力してください。お送りいただいた解答に個別の返信はいたしません。
当選者については、誌面にて発表いたします。

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

（
本
庄
市
）

（
本
庄
市
）

（
本
庄
市
）

（
上
里
町
）

（
上
里
町
）

（
美
里
町
）

（
本
庄
市
児
玉
）

（
本
庄
市
児
玉
）

（
神
川
町
）

（
神
川
町
）

み
っ
ち
ゃ
ん

伊
藤
和
江

の
ん
ち
ゃ
ん

相
川
ト
ミ
子

じ
ゅ
ん
ば
ば

ね
こ
く
ん

ヨ
ッ
チ
ャ
ン

た
あ
ち
ゃ
ん

島
野
正
則

カ
ズ
ち
ゃ
ん

出題：ニコリ
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一般葬プラン

相続サポートサービス実施 JAならではの親身なサポートを充実

家族葬プラン

火葬式プラン

●アグリホール児玉  Tel.0495-72-8777
●アグリホール上里  Tel.0495-35-3152

なんでもお気軽にご相談ください。【相談無料】

アグリ会員募集中！！［入会金1,000円］

JAアグリホールは皆さまの暮らしのすぐ近くにあります。
JAアグリホールの安心葬儀
0120-83-6701

告

理
事
会
報
告

令
和
６
年
７
月
29
日
㈪
開
催

協
議
事
項

⑴
令
和
６
年
度
総
代
改
選
の
日
程
に
つ
い
て

⑵
２
０
２
４
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
の
発
行
に

つ
い
て

⑶
令
和
６
年
度
計
画
に
基
づ
く
固
定
資
産
の
取
得

に
つ
い
て

⑷
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
一
部
変
更

（
案
）に
つ
い
て

⑸
旅
費
規
程
の
一
部
改
正（
案
）に
つ
い
て

⑹
農
産
物
検
査
業
務
規
程
の
変
更（
案
）に
つ
い
て

報
告
事
項

⑴
令
和
５
年
度
内
部
監
査
に
関
す
る
品
質
評
価
結

果
に
つ
い
て

⑵
組
合
員
の
加
入
及
び
脱
退
の
状
況
に
つ
い
て

⑶
総
代
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

⑷
令
和
６
年
度
６
月
相
談
・
苦
情
定
期
報
告
に
つ

い
て

⑸
令
和
６
年
度
第
１
四
半
期
の
疑
わ
し
い
取
引
届

出
状
況
報
告
に
つ
い
て

⑹
２
０
２
４
年
度
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
利
用
者
満
足
度
調

査
の
実
施
に
つ
い
て

⑺
令
和
６
年
度
第
１
四
半
期
余
裕
金
運
用
状
況
及

び
第
２
四
半
期
余
裕
金
運
用
計
画
に
つ
い
て

⑻
当
組
合
理
事
へ
の
融
資
実
行
に
つ
い
て

⑼
㈱
Ｊ
Ａ
ひ
び
き
の
フ
ァ
ー
ム
６
月
末
実
績
報
告

に
つ
い
て

⑽
夏
季
賞
与
の
支
給
に
つ
い
て

⑾
令
和
６
年
度
６
月
末
事
業
実
績
等
に
つ
い
て

⑿
そ
の
他

　
令
和
６
年
度　
第
５
回
定
例
理
事
会
の
開
催
に

つ
い
て

　
日　
時
：
令
和
６
年
８
月
27
日
㈫

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分

　
場　
所
：
本
店　
２
階
役
員
会
議
室

告

理
事
会
報
告

令
和
６
年
６
月
26
日
㈬
開
催

協
議
事
項

⑴
理
事
報
酬
の
配
分
に
つ
い
て

⑵
行
政
庁
へ
提
出
す
る
業
務
報
告
書
の
承
認
に
つ

い
て

⑶
役
員
賠
償
責
任
保
険
の
加
入
に
つ
い
て

⑷
当
組
合
理
事
か
ら
の
借
入
申
込
（
案
）
に
つ
い

て
⑸
貸
出
金
利
基
準
の
改
正
（
案
）
に
つ
い
て

⑹
有
価
証
券
の
処
分
方
針
（
案
）
に
つ
い
て

⑺
令
和
6
年
産
民
間
流
通
麦
概
算
金
（
案
）
に
つ

い
て

⑻
組
合
員
出
資
口
数
の
減
少
に
つ
い
て

⑼
夏
季
賞
与
の
支
給
に
つ
い
て

報
告
事
項

⑴
組
合
員
の
加
入
及
び
脱
退
の
状
況
に
つ
い
て

⑵
令
和
5
年
度
基
準
の
財
務
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告

に
つ
い
て

⑶
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く
体
制
整
備
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
に
つ
い
て

⑷
総
代
会
事
前
説
明
会
の
開
催
報
告
に
つ
い
て

⑸
上
里
低
温
倉
庫
の
建
設
状
況
に
つ
い
て

⑹
令
和
6
年
度
5
月
相
談
・
苦
情
定
期
報
告
に
つ

い
て

⑺
当
組
合
理
事
へ
の
融
資
実
行
に
つ
い
て

⑻
地
方
公
共
団
体
（
本
庄
市
）
へ
の
融
資
実
行
に

つ
い
て

⑼
令
和
6
年
度
5
月
末
事
業
実
績
等
に
つ
い
て

⑽
そ
の
他

　
令
和
6
年
度  

第
4
回
定
例
理
事
会
の
開
催
に

つ
い
て

　
日　
時
：
令
和
６
年
７
月
29
日
㈪

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分

　
場　
所
：
本
店　
2
階
役
員
会
議
室

1,627億4,622万円
229億2,483万円

2,754億1,241万円
18億3,462万円
10億4,515万円
20億3,447万円

貯 金 残 高
貸 出 金 残 高
長期共済保有高
販売品取扱高
購買品取扱高
出 資 金 残 高

　 事業の概要
令和６年６月30日現在

職員人事異動について
人事異動（職員）

氏　名 新　任 旧　任 備考

飯島紳之介 本庄営農経済
センター　係

総務部
企画総務課付　係

人事異動（職員退職）
氏　名 発令内容 旧　任 備考

小暮啓士郎 依願退職 本庄営農経済セン
ター　主任 6/30付

辞令交付　令和６年７月１日㈪
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今
号
が
皆
様
の
お
手
元
に
渡
る
頃
に

は
梅
雨
も
明
け
、
本
格
的
な
夏
を
迎
え

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
も
今
ま
で
に
な
く
暑
い
夏
に
な

る
見
込
み
と
の
こ
と
。
熱
中
症
に
気
を

付
け
な
が
ら
も
夏
を
楽
し
み
た
い
で
す

ね
。

　

私
事
で
あ
り
ま
す
が
、
７
月
に
初
め

て
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
ま
し
た
。
味

覚
障
害
な
ど
の
症
状
は
出
な
か
っ
た
も

の
の
、
高
熱
が
３
日
ほ
ど
続
き
す
っ
か

り
体
力
を
消
耗
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

幸
い
家
族
や
同
僚
に
移
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ま
た
い
つ
ど
こ

で
感
染
す
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
猛

暑
の
中
で
も
で
き
る
限
り
感
染
対
策
を

し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
７
月
に
Ｊ
Ａ
本
店
に
て

開
催
い
た
し
ま
し
た
「
第
27
回
通
常
総

代
会
」
の
特
集
を
お
届
け
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
広
報
誌
が
年
６
回
の
発

行
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
昨
年
ま
で

は
７
月
に
総
代
会
特
集
号
と
し
て
お
届

け
し
て
い
た
内
容
を
８
月
号
の
中
で
お

届
け
す
る
形
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
「
ひ
び
き
の
10
月
号
」
を
お

届
け
い
た
し
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
・
ご
感
想
・
素
敵
な
イ
ラ
ス
ト
等
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。�（
か
ん
た
ろ
う
）


